悲しき 玩具 

I 一 握の 砂 以後 I 

石 川 啄木 



何となく、 

今朝 は 少しく、 わが 心 明るき ごとし 

手の 爪 を 切る。 

* つつと りと 

さし si い 

本の 挿絵に 眺め 入り、 

煙草の 煙 吹き かけて みる。 

途中に て 乗換の 電車 なくなり しに、 

泣かう かと 思 ひき。 

雨 も 降りて ゐき。 



一 ー晚 おきに、 

よ きりど ほし のぼ 

夜の 一 時 頃に 切通 の 坂 を 上りし も 

勤め なれば かな。 

し つ とりと 

酒の かをりに ひたりた る 

脳の 重み を 感じて 帰る。 

け ふ 

今日 もまた 酒の める かな！ 

1@ のめば 



誰か 我 を 

思 ふ 存分 叱りつ くる 人 あれと 思 ふ 

何の 心ぞ。 

何が なく 

はつ こ ひびと まう 

初恋 人 のおく つきに 詣づ る) J と し 

さ 

郊外に 来ぬ。 

なつかしき 

故郷に かへ る 思 ひ あり、 



さ 

山に 来ぬ。 

去年 腰掛けし 石 を さがす かな。 

朝寝して 新聞 読む 間な かりし を 

ふさい 

負債の ごとく 

今日 も 感ずる。 

よごれた る 手 をみ る —— 

ちゃう ど 

t 力 

この頃の 自分の 心に 対 ふが ごとし。 



よごれた る 手 を 洗 ひし 時の 

かすかなる 満足が 

今日の 満足な りき。 

年明けて ゆるめる 心！ 

^ つつと りと 

こ 力た 

来し方 をす ベ て 忘れし ごとし。 

昨日まで 朝から 晚 まで 張りつ めし 

あの こころもち 

忘れ じと 思へ ど。 



ぢリぢ りと、 

らふ そく 

螺燭の 燃え つくる > J とく、 

お ほみ そか 

夜と なりたる 大晦日 かな。 

あ をぬ リ 

青 塗の 瀬戸の 火鉢に よりかか リ、 

眼 閉ぢ、 眼 を 開け、 

をし 

時を惜 めり。 

何となく 明日 はよ き 事 ある ごとく 

思 ふ 心 を 

叱りて 眠る。 



、；； I もとな さ！ 

手 を 打ちて 

ねむげ 

眠気の 返事き くまでの 

その もどかし さに 似た る もどかし さ！ 

さ 

やみがたき 用 を 忘れ 来ぬ —— 

途中に て 口に 入れた る 

ゼムの ためなりし。 

ふとん 

すつ ぼり と 蒲団 を かぶり， 



いし かリ そらち ごほリ 

石 狩の 空 知 郡の 

よめ き 

牧場のお 嫁さん より 送り 来し 

バタ かな。 

ぐ わいた う ぇリ あご うづ 

外套 の 襟に 頤を 埋め、 

夜 ふけに 立 どまり て 聞く。 

よく 似た 声 かな。 

Y とい ふ 符牒、 

ふるに つき しょしょ 

古 日記の 処処に あり —— 



Y と は あの人の 事な りし かな。 

百姓 の 多く は 酒 を やめし とい ふ 

こま 

も つ と 困らば、 

何 を やめ るら む。 

目 さまして 直ぐの 心よ！ 

年よりの 家出の 記事に も 

涙^で たり。 

人と ともに 事 を はかる に 



机の 位置 を t 処に 変へ し は。 

古新聞！ 

ほ 

おやこ こに おれの 歌の 事 を 賞め て 書いて あり、 

ぎ やう 

二三 行なれ ど。 

引越しの 朝の 足 もとに 落ちて ゐぬ、 

女の 写真！ 

忘 れゐし 写真！ 

その 頃 は 気 もつ かざりし 



仮名ち が ひ の 多き ことかな、 

こ ひぶみ 

昔の 恋文！ 

はち ねんぜん 

,年 二目 の 

今の わが 妻の 手紙の 束！ 

ど こ しま 

何処に 蔵 ひし かと 気に かかる かな。 

眠られぬ 癖の かなし さよ！ 

すこしで も 

ねむけ 

眠気が させば、 うろた へて 寝る。 



目 さませば、 からだ 痛くて 

, 力れ す 

泣きた くな りて、 夜 明くる を 待つ 

.5,* あせ で 

び つ しょりと 寝汗 出て ゐる 

あけがたの 

まだ 覚め やらぬ 重き かなしみ。 

ぼんやり とした 悲しみが、 

夜と なれば、 

寝 ム„ 口の 上に そっと 来て 乗る。 



何 か 一 つ 

大 いなる 悪事して おいて、 

知らぬ顔して ゐ たき 気持 かな。 

ぢっ として 寝て いらっしゃいと 

子供に でもい ふが) J とくに 

医者の いふ 曰かな。 

氷嚢の 下より 

まなこ 光らせて、 



痛み ある 胸に 手 をお きて 

かたく 眼 を とづ。 

ほ 力 

医者の 顔色 をぢ つ と 見し 外に 

I？ も 見 ざ り き 

— つの 

胸の 痛み 募る 日。 

病みて あれば 心 も 弱 るら む！ 

さまざまの 

泣きた きこと が 胸に あつまる。 



胸いた み、 

みぞれ 

春の 霎 の 降る 日な り。 

薬に 噎せて、 伏して 眼 を とづ。 

あたらしき サラド の 色の 

うれし さに、 

はし 

箸 をと りあげて 見 は 見 つれ ども I 

子 を 叱る、 あはれ、 この 心よ。 

熱 高き 日の 癖との み 



きおく 

いっとな く 記憶に 残りぬ I 

F とい ふ 看護婦の 手の 

つめた さな ども。 

はづれ まで 一 度 ゆきた しと 

思 ひゐし 

かの 病院の 長 廊下 かな。 

起きて みて、 

また 直ぐ 寝た くなる 時の 



ボロ ォヂン とい ふ 露西亜 名が、 

な ビ 

何故 ともなく、 

幾度 も 思 ひ 出さる る 日な り。 

い つと なく 我に あゆみ 寄り、 

手 を 握り、 

ひとびと 

また いっとな く 去り ゆく 人人！ 

友 も 妻 も かなしと 思 ふらし —— - 

-P なま 

病みても 猶、 

革命の こと 口に 絶たねば。 



その ときどきに 変り たる 

くすりの 味 もな つかしき かな。 

病みて 四 月 —— 

ま なほ 

その 間に も、 猶、 目に 見えて、 

わが 子の 背丈の びし かなしみ。 

すこやかに、 

せ. -. こけ 

背丈の び ゆく 子 を 見つ つ、 

ひごと な 

われの 日毎に さびしき は 何ぞ。 



かなしき は、 

(われ もし かりき) 

叱れ ども、 打て ども 泣かぬ 児の 心なる 

「労働者」 「革命」 などと いふ 言葉 を 

聞き おぼえた る 

五 歳の 子 かな。 

時として、 

あらん 限りの 声 を 出し、 
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